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(Graphical Evaluation and Review Technique)にトークンを導入する手法を提案する。第5章では、ビジネスコ
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ンテキストの動的な状態をワークフローで定義するコンテキストベ…ス・アクセス制御、および、階層型・多次元・
分散ディレクトリによるユーザ視点からのサービス保証技術を提案する。
論文審査の結果の要旨
近年、分散情報システムの適用はますます拡大・深化しつつあり、分散情報システムの最漉な構成計商や運営に関
する研究が重要となっている。本論文は、分散情報システムの構成計画に関しては機能配分とシステム安全性評価、
分散情報システムの運営に関してはアクセス制御とサービス保証技術に隠する研究成果をまとめたものである。その
主要な成果を要約すると次の通りである。
(1)水平分散システムを非線形o 1型計画問題としてモデル化し、そのJli似解1去を考案することにより実用的な計算
時間で、機能従属と可用性を考慮、した機能配分手法を実現している。
(2)階層分散システムの機能配分問題を非繰形0-1形計画問題に帰着させ、平均応答時間の制約を開放型待ち行列ネ
ットワークによって計算可能とする手法を提案した。提案手法を、全国規模のオンライン予約システムの構成計画
に適用し、有効性を示している。
(3)動的な事故波及過程に対する確率論的な安全性評価のため、 GERTを拡張した手法を提案し、列車制御システムに
おける事故解析に提案手法を適用し、有用性を確認している。
(4)分散情報システムの運営に関し、コンテキストの動的な状態をワークフローと状態遷移マトリクスで表現しアクセ
ス制御に反映させる方式と、ビジネス視点からのサービス水準保証のための階層型・多次元・分散ディレクトリ方
式を提案している。提案手法は、ビジネスプラットフォーム提供サービスである TV¥夜-21の基幹アーキテクチャに
適用し、有用性を確認している。
以上のように、本論文は分散情報システムの構成計画ならびに運営に関し成果を挙げた先駆的研究として、情報科
学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として価値あるものと認める。
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